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「平成 年度 辰野ほたる祭り」による

経済波及効果の推計

秋 吉 一 郎

はじめに

長野県辰野町は東経 度，北緯 度の線が交わる日本列島のほぼ中心に位置し，

諏訪湖を源とする天竜川の上流付近にある，人口が約２万人の町である．辰野町はカ

メラ・レンズ等の精密工業を中心に発展し，特産品として酒，リンゴ，松茸に加えて

伝統工芸品の「龍渓硯」などを産出している．町の松尾峡は，東日本随一のゲンジボ

タルがたくさん見られる「ほたるの里」として明治時代から有名な地である ．

毎年６月中旬頃に開催される，当町最大の祭り「辰野ほたる祭り（正式名は，信州

辰野ほたる祭り）」には全国から１０万人を超える来場者があり，これまでに広くメ

ディアで紹介されている ．

年６月初旬に，筆者はＴＶ東京の番組製作会社「ノンプロダクション」から，

「たけしのニッポンのミカタ！（ 年７月 日 金 放映）で辰野ほたる祭りを取上

げるが，祭りの経済波及効果の推計が可能かどうか．」を打診された ．

イベントの経済波及効果の推計に必要な，観光客の消費金額に関するデータ（宿泊

費，交通費，飲食費等），及び辰野町単独の産業連関表が入手できないために，辰野

町における経済波及効果の推計はできないが，以後の調査の結果，次の資料を入手す

ることができた．

観光消費額単価（平成 年４月～６月，長野県全域）

長野県産業連関表（ 分類，平成 年度版）

辰野ほたる祭りの観光客数（平成 年度）

上記の資料を用いて筆者は，平成 年度の辰野ほたる祭りの長野県における経済波

及効果を，約１７億１千４百万円と推計している．

以下では１．で，長野県辰野町，及び辰野ほたる祭りの概要を示す ．

２．で観光客による観光消費額を，３．で長野県における需要増加額を求める ．

４．では産業連関分析を行い，辰野ほたる祭りが長野県内に及ぼす経済波及効果を推

計する ．最後に５．では本論文をまとめ，今後の課題について述べる．
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１．辰野ほたる祭りの概要

本章では，ほたる祭りが開催される辰野町とほたる祭りの概要について，それぞれ

，及び で述べる．

なお，以下の図と写真の掲載については，辰野町から許可が得られている．

長野県辰野町の概要

長野県上伊那郡辰野町は，諏訪湖を源とする天竜川の上流にある自然豊かな町で，

古来より中部山岳地域の交通の要地として発達してきた．東経 度，北緯 度の線

が交わる日本列島のほぼ中心に位置し， 年現在の町の人口は約２万人である．

図 は長野県における辰野町の位置を，図 は町のシンボル図，図

は町章を，それぞれ示している．

図 長野県上伊那郡辰野町

図 辰野町シンボル地図

図 辰野町章
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図 は，辰野町から首都圏・中京圏へのアクセスを示す．

辰野町の産業については，カメラ・レンズ等の精密工業が中心で，農作物を原材料

とする特産品として酒，リンゴ，松茸などがある．さらに，長野県の伝統工芸品に指

定されている硯は，「龍渓硯」として広く知られている．

辰野ほたる祭りの概要

ＪＲ辰野駅から北東に徒歩で約１０分の所にある「松尾峡・ほたる童謡公園」は，

ゲンジボタルが生息する東日本最大の「ほたるの里」として明治時代から有名である．

６月から７月中旬ごろまで，「ホタル発生表」が辰野町観光サイトに載せられている．

成虫の生存日数はおよそ１０日で，その間に交尾・産卵し，蒸し暑い日の午後８時

から午後９時頃が多く見られる，とのことである．

図 はゲンジボタルで，昭和 年４月 日に辰野町は「町の特別シンボル」と

して制定している．また図 は ，特別シンボルを辰野町の象徴としてデザイン

した「ぴっかりちゃん」 商標登録第５０７３７ というキャラクタである．

図 ゲンジボタル（辰野町特別シンボル） 図 ぴっかりちゃん

図 辰野町から首都圏・中京圏へのアクセス

中央本線（約２時間 分） 中央本線（約３時間）
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「信州辰野ほたる祭り」は，毎年６月中旬頃に開催される町最大の祭りである．全

国各地から１０万人を超える観光客が来場している． 年は６８回目の開催となり，

以下はその案内概要の一部である．

＜第６８回信州辰野ほたる祭りの案内概要（一部 ＞

第６８回信州辰野ほたる祭りを開催します。

■期間 平成２８年６月１１日（土）～６月１９日（日）

■場所 ホタル鑑賞地：辰野ほたる童謡公園

お祭り・屋台：ＪＲ辰野駅周辺

図 は松尾峡・ほたる童謡公園を，図 は乱舞するホタルの様子を示す．

図 松尾峡・ほたる童謡公園

図 乱舞するホタル

4

「平成26年度 辰野ほたる祭り」による経済波及効果の推計

商大論集　第 68 巻　第 2 号



（193）　

「平成 年度 辰野ほたる祭り」による経済波及効果の推計

商大論集 第○○巻 第○○号

祭りの開催期間中にＪＲ東日本は，辰野ほたる祭り号としてＪＲ松本駅～ＪＲ辰野

駅間で臨時列車を運行している．ＪＲ辰野駅周辺ではいくつかのイベントが開催され，

約１３０軒の屋台が軒を連ねる．ほたるの出現前の午後から夕方にかけては，観光客

は屋台での飲食・買い物，イベントを楽しみ，連日ＪＲ辰野駅周辺は人でごった返す．

その後，観光客は「松尾峡・ほたる童謡公園」に移動し，ゲンジボタルが乱舞する幻

想的な雰囲気を楽しむ．

図 は，ＪＲ辰野駅周辺に集まる観光客の様子である．

表 は，辰野町の町勢要覧 で公表されている，平成 年から平成 年のほたる

祭り観光客数である．

表 ほたる祭り観光客数（単位：人）

年度 観光客数

図 ＪＲ辰野駅周辺に集まる観光客
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２．観光消費額

本章では，経済波及効果推計のもととなる観光消費額を算出する．

以下では，まず で観光消費額単価とその内訳を，次に では１１万１千人の観

光客の宿泊・日帰り別，県外・県内別の内訳を，それぞれ推定する．最後に では，

これらの推定値をもとにして観光消費総額を計算する．

観光消費額単価（一人当たり観光消費額）

表 は，長野県における４～６月期の観光消費額単価である．本表は，観光庁

「観光入込客統計に関する共通基準」に基づく平成 年度長野県観光入込客統計結果

による，観光客の宿泊・日帰り別，県外・県内別の公表値である．

表 観光消費額単価（単位：円）（ 長野県全域）

宿泊 日帰り

県外 県内 県外 県内

経済波及効果を推計するためには，まず観光消費額の構成要素（費目）毎の内訳が

必要となる．なお観光消費の主たる構成要素は，宿泊費（日帰り客は“０”），交通

費，飲食費，土産物購入費，入場料等である．しかし構成要素毎の金額の内訳は公表

されておらず，何らかの方法でこの内訳の推定が必要となる．

表 は，宿泊費，交通費，飲食費等を表 から筆者が推定したものである．

なお内訳についての詳細な情報が無いこと，及び土産物購入費，入場料等は他の消費

額に比べて金額が小さいことから，土産物購入費，入場料等を飲食費に含めて飲食費

等としている．

また推定の方法については，付録１．に記載しているので，参照されたい．

表 ． 観光消費額単価の内訳（単位：円）

宿泊 日帰り

費目 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計
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宿泊・日帰り別，県外・県内別の観光客数

観光客数約１１万１千人による観光消費総額を求めるには，宿泊・日帰り別，県

外・県内別の観光客数の推定が必要である．表 は，平成 年度の長野県におけ

る４～６月期の観光入込客数である．本表も，観光庁「観光入込客統計に関する共通

基準」に基づく平成 年度長野県観光入込客統計結果による公表値である．なお括弧

内の数値は，宿泊・日帰り別，県外・県内別の観光客数の構成比率である．

表 観光入込客数（単位：千人）（ 長野県全域）

宿泊 日帰り 合計

県外 県内 県外 県内

表 は，平成 年の辰野ほたる祭りの観光入込客数１１万１千人を，表

の構成比率から筆者が按分したものである．宿泊客数は約３万３千人となり，辰野町

の収容能力をはるかに超えるが，宿泊客の多くは辰野町を含む長野県全域で宿泊して

いるものと考えられる．４．経済波及効果の推計は，辰野町のみでなく長野県全域に

おけるもので，宿泊客数の約３万３千人は大きすぎる推定値ではない．

表 観光入込客数（単位：千人）（ 辰野ほたる祭り）

宿泊 日帰り 合計

県外 県内 県外 県内

観光消費額

表 は 辰野ほたる祭りによる観光消費額で，表 と表 を掛けて

算出される．観光消費総額は，約１５億５千万円と推計されている．

表 観光消費総額（単位：円）

宿泊 日帰り 合計

費用 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計

（※）端数処理の都合上，合計と内訳が一致しない場合がある．
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３．需要増加額

本章では，２．観光消費額で示した観光消費総額をもとに需要増加額を算出する．

需要増加額

表 は 年辰野ほたる祭りによる，当初の需要増加額を示す．需要増加とは，観

光消費によって引き起こされる，生産者側にとっての需要の増加であり，その額は表

の観光消費総額と等価である．また表 には，長野県産業連関表（ 分類）

により分類された，費用に対する部門が併記されている ．

表 需要増加額（単位：円）

なおイベント開催による経済波及効果の推計にあたり，開催前の準備費用である事

業費が需要増加額に含められる場合もある．しかし本稿では需要増加額に事業費を含

めず，イベント開催後に発生した需要増加をもとにして経済波及効果を推計する．

需要増加額（長野県内）

表 は，長野県内における需要増加額を示す．表 の需要増加額 長野県内 は，

当初の需要増加のうち長野県内で増加する需要に相当し，当初の需要増加額の費用毎

に長野県の自給率（長野県産業連関表（ 分類）に記載）を掛けることで求められる．

その結果，長野県における需要増加総額は約１１億１千５００万円と算出される．

表 ． 需要増加総額（長野県内）（単位：円）

費用 需要増加額 自給率 需要増加額（長野県内） 部門

宿泊費 サービス

交通費 運輸・郵便

飲食費等 サービス

合計

産業連関表については辰野町単独のものが存在しないため，長野県の産業連関表を

使って４．では長野県における経済波及効果を推計する．辰野町の自給率は長野県の

それより小さくなるが，今回のイベントの需要増加は辰野町が要因となるものである．

費用 需要増加額 部門

宿泊費 サービス

交通費 運輸・郵便

飲食費等 サービス

合計
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４．経済波及効果

本章では３．で算出した需要増加額（長野県内）をもとに，まず で辰野ほたる

祭りの長野県における経済波及効果を推計する．次に では，経済波及効果と辰野

町の事業費，収支の関係に注目し，長野県へのほたる祭りの貢献について論じる．

経済波及効果（長野県内）

平成 年の長野県産業連関表（ 分類）を利用して産業の逆行列処理を施し，第１

次，第２次間接効果を推計する．なお で示した需要増加額（長野県内）は，経済

波及効果においては「直接効果」と呼ばれる．表 は，長野県内の経済波及効果の

推計値を示す．直接効果（Ａ）約１１億１千５００万円に対して，第１次効果（Ｂ）

は約３億７千９００万円，第２次効果（Ｃ）は約２億２千万円となり，これらの合計

である経済波及効果（Ｄ）は約１７億１千４００万円と推計された．また直接効果に

対する経済波及効果の比率（Ｅ＝Ｄ／Ａ）は，約１．５４となった．

参考までに，推計の準備段階である，逆行列処理を施す前の需要増加額（長野県内）

の表を付録２．に挙げている．

表 経済波及効果（長野県内）（単位：円）

記号 効果 金額

Ａ 直接効果

Ｂ 次効果

Ｃ 次効果

Ｄ ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ 経済波及効果

Ｅ ＝Ｄ／Ａ

経済波及効果比

（対 直接効果）

（※）ただし，経済波及効果比は“無名数”である．

なお経済波及効果とは，辰野ほたる祭りによって長野県内に約１７億１千４００万

円の利益が生じたということではなく，辰野ほたる祭りによる観光消費と，それによ

って引き起こされる各種産業への経済波及の金額を合わせて，約１７億１千４００万

円が長野県内で動いた可能性がある，ということである．

まえがきでも述べたように，辰野町単独の産業連関表が利用できないために，祭り

の辰野町における経済波及効果は推計できないが，祭りは辰野町で開催されたもので

あり，効果の大きな割合は辰野町を中心とする長野県内に波及された，と言える．
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長野県における辰野ほたる祭りの貢献

ほたる祭りを開催するための，辰野町の経費について考える．辰野町は毎年，事業

費４千６００万円（環境保全等３千万円，祭り運営１千６００万円）を支出している ．

また，平成 年度には約３千７６０万円の収入（入場料，駐車料，町営店舗の売上）

があった ．その結果，平成 年度の収支赤字は約８４０万円であった ．

表 は，これらの経費と経済波及効果の金額を記入し，比率を示したものである．

辰野町の事業費，及び収支赤字に対する経済波及効果の比率は，それぞれ約３７．３，

及び約２０４であった．

表 ．経済波及効果比率（対 事業費，収支赤字 辰野町 ）（単位：万円）

経済波及効果

長野県

事業費

辰野町

収支赤字

辰野町

金額

経済波及効果比

（※）ただし，経済波及効果比は“無名数”である．

このことは，次のことを意味する．

ほたる祭りを開催するために，辰野町は，

毎年４千６００万円の事業費を支出しているが，

その３７倍程度の経済波及効果が長野県内に生じた．

平成 年の収支赤字は約８４０万円となったが，

その２００倍程度の経済波及効果が長野県内に生じた．

このことから，あらためて辰野ほたる祭りの，長野県への貢献度の高さを知ること

ができる．
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５．まとめ

平成 年度の辰野ほたる祭りの観光客数の約１１万１千人であった ．観光庁「観

光入込客統計に関する共通基準」に基づく平成 年度長野県観光入込客統計 ，並び

に平成 年の長野県産業連関表（ 分類） を利用して，平成 年度の祭りの長野県

における経済波及効果を推計した結果，約１７億１千４００万円となった．あわせて，

祭りの直接効果（長野県内における需要増加額の約１１億１千５００万円）に対する

経済波及効果の比率が約１．５４となったことも示した．

また辰野町がほたる祭りを開催するために，毎年支出する事業費４千６００万円に

対しては３７倍程度の，平成 年の収支赤字約８４０万円に対しては２０４倍程度の

経済波及効果が長野県にもたらされることを述べた ．

次に，本論文では行えなかった今後の課題として，アンケート調査について述べる．

＜今後の課題としてのアンケート調査の実施＞

イベントによる経済波及効果の推計では，そのもととなる観光消費額単価（１人あ

たり消費額）の推定のために，アンケート調査が実施されることが多い．しかしアン

ケート調査はサンプル調査であって，得られた結果が全体や実態を反映しているかど

うかの信憑性は保証されない．またアンケート調査には，回答票の作成，回収，無効

回答の削除，集計の一連の作業があり，経費と労力が必要となるなどの短所がある．

観光消費額単価について，本論文では観光庁が公表する平成 年度長野県観光入込

客統計結果 ４～６月期 を利用しており，その信憑性は担保されたものとみなされる．

ただしこの統計結果は，辰野町も含まれる長野県全域の観光地を，平成 年度の４～

６月期に訪問した観光客を対象にした平均値である．

辰野ほたる祭りは，夜のイベントである．従って，辰野ほたる祭りの宿泊客が全観

光客に占める割合は，上記の平均値より高いように思われる．さらに実態に近い統計

結果を得るために，調査の一部にアンケートを含めることを今後の課題としたい．

＜最後に＞

ほたる祭りの最大の目的は集客による地域の活性化であるが，この目的を達成する

ためには，ほたるが生息しやすいように環境を保全することが重要である．辰野ほた

る祭りによる効果が宿泊，交通，飲食等の関連産業への経済波及だけでなく，環境保

全の産業にも波及し，辰野町でほたるが生息しやすい環境が維持され，また観光客が

ほたるを見に来て辰野町で消費する，良好な循環が持続されることを期待する．
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平成 年長野県観光入込客統計結果について（訂正版： 年２月３日）

（ファイル： ）

「平成 年（ 年）長野県産業連関表」 平成 年６月６日公表）

辰野町 平成 年度 町勢要覧

辰野町ＨＰ

辰野町観光サイトＨＰ

株 ノンプロダクションＨＰ

長野県 観光関連統計

長野県 観光地利用者統計調査（更新日： 年３月 日）
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付録１．観光消費額単価の内訳の推定

に示される，表 再掲 は観光消費額単価の公表値であるが ，その構成

要素である宿泊費，交通費，飲食費等の内訳までは公表されていない．その内訳につ

いて表 再掲 のように推定したが，以下にその根拠を示す．

（再掲）表 観光消費額単価（単位：円）（ 長野県全域）

宿泊 日帰り

県外 県内 県外 県内

内訳の推定にあたり，説得力があると思われる，次の前提条件を設けた．

＜前提条件＞

・宿泊費は，宿泊客のみが支出する．

・交通費は，県内客より県外客の方が大きい．

・飲食費等は，日帰り客より宿泊客の方が大きい．

次に，宿泊費を“ ”，交通費と飲食費等の基本単位をそれぞれ“ ” “ ”とおい

て，表 付録１ と表 付録１ を仮定した．

表 付録１ は，上記の前提条件を勘案して，宿泊・日帰り客，県外・県内客別に，

合計金額を多項式で表現した，観光消費額単価の内訳を示す推定表（１）である．

表 付録１ は，費用要素“ ”の推定額を示す推定表（２）である．

表 付録１ 推定表（１）（観光消費額単価の内訳）

宿泊 日帰り

費目 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計

表 付録１ 推定表（２） 費用要素の推定 （単位：円）

費目関連 費用要素 推定額

宿泊費

交通費

飲食費等
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表 付録１ は，表 付録１ ，表 付録１ から算出された推定表（３）である．

表 付録１ の合計金額は表 の合計と非常に近い値となっており，推定が良好

であることが分かる．

表 付録１ 推定表（３）（観光消費額単価の内訳）（単位：円）

宿泊 日帰り

費目 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計

表 付録１ は，表 付録１ をもとにして，構成要素である宿泊費，交通費，飲

食費等を合計金額で割り算した，構成比率の推定表（４）である．

表 付録１ 推定表（４）（観光消費額単価の内訳の構成比率）

宿泊 日帰り

費目 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計

表 ． 再掲 は，表 再掲 に表 付録１ の構成比率を適用して算出

されている．

（再掲）表 観光消費額単価の内訳（単位：円）

宿泊 日帰り

費目 県外 県内 県外 県内

宿泊費

交通費

飲食費等

合計
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付録２．経済波及効果推計の準備（業種と需要額）

表 付録２は，表 の需要増加額（長野県内）を平成 年の長野県産業連関表

分類）の部門表に記入したものである．経済波及効果は，この表をもとにして産業連

関分析を行うことで推計される．

表 付録２ 部門と需要増加額 単位 円

分類番号 部 門 需要増加額

農林水産業

鉱業

製造業

建設

電力・ガス・水道

商業

金融・保険

不動産

運輸・郵便

情報通信

公務

サービス

分類不明

合 計
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